
　「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表したものです。

思考スキルは、特定の問題に限
かぎ

らず、さまざまな場面で活用することができる大切な力です。問題に

つまずいたときには、思考スキルに着目してみましょう。どのような切り口で問題と向き合えばよい

のか、どのように考え進めればよいのか…など、手がかりをとらえるのに役立ちます。問題に取り組

むとき、活用してみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から情

じょう
報
ほう
や問題の条

じょう
件
けん
を正しくとらえ

る
　・�図やグラフなどから情報を正しくとらえる

○再
さい

現
げん

する
　・計算を正しく行う
　・�問題の指

し
示
じ
通りの操

そう
作
さ
を正しく行う

○調べる
　・�方

ほう
針
しん
を立て、考えられる場合をもれや重複な

く全て探
さが
し出す

　・�書き出すことを通じて、法
ほう
則
そく
を発見する

○順
じゅん

序
じょ

立
だ

てて筋
すじ

道
みち

をとらえる
　・�変化する状

じょう
況
きょう
を時

じ
系
けい
列
れつ
で明らかにする

　・�複
ふく
雑
ざつ
な状況を要

よう
素
そ
ごとに順序立てて整理する

　・�前問が後に続く問いの手がかりとなっている
ことを見ぬく

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・�等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・�際

きわ
立
だ
った部分（計算式の数、素

そ
数
すう
、約数、平

方数、…など）に注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・対

たい
称
しょう
性
せい
に注目する

　・規
き
則
そく
や周期に注目する

○一
いっ

般
ぱん

化
か

する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあてはまる

ような式を導
みちび
き出す

　・�具体的な事例から、規則やきまりをとらえて
活用する

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面的にとらえる
　・多角的な視点で対象をとらえる

○特定の状
じょう

況
きょう

を仮
か

定
てい

する
　・�「極

きょく
端
たん
な場合を想定して考える（もし全て○○

なら、もし○○がなければ、…など）
　・�不足を補

おぎな
ったり、余

よ
分
ぶん
を切りはなしたりして

全体をとらえる
　・�複

ふく
数
すう
のものが移

い
動
どう
するとき、特定のものだけ

を移動させて状況をとらえる
　・�具体的な数をあてはめて考える
　・�解

かい
答
とう
の範
はん
囲
い
や大きさの見当をつける

思考スキル



○知
ち

識
しき

　・�情報を手がかりとして、持っている知
ち
識
しき
を想

起する
　・�想起した知

ちしき
識を正しく運用する

○理由
　・�筆者の意見や判

はん
断
だん
の根
こん
拠
きょ
を示
しめ
す

　・�ある出来事の原
げん
因
いん
、結果となることを示

しめ
す

　・�現
げん
象
しょう
の背
はい
後
ご
にあることを明らかにする

○置き換
か

え
　・�問いを別の形で言い表す
　・�問題の状

じょう
況
きょう
を図表などに表す

　・�未知のものを自分が知っている形で表す
　・�具体的な数と比

ひ
を自由に行き来する

○比
ひ

較
かく

　・�多角的な視
し
点
てん
で複数のことがらを比

くら
べる

　・複数のことがらの共通点を見つけ出す
　・複数のことがらの差

さ
異
い
を明
めい
確
かく
にする

○分類
　・�個

こ
々
こ
の要素によって、特定のまとまりに分け

る
　・�共通点、相

そう
違
い
点
てん
に着目して、情報を切り分け

ていく

○具体・抽
ちゅう

象
しょう

　・�文章から筆者の挙げる例、特定の状況や心
しん
情
じょう

を取り出す
　・ある特

とく
徴
ちょう
を持つものを示

しめ
す

　・�個々の事例から具体的な要素を除
のぞ
いて形式化

する
　・�個々の事例から共通する要素を取り出してま

とめる

○関係づけ
　・�情報どうしを結び付ける
　・�要素間の意味を捉

とら
え、情報を補

おぎな
う

　・�部分と全体のそれぞれが互
たが
いに与えあう影

えい
響
きょう

に目を向ける
　・�ある目的のための手

しゅ
段
だん
となることを見つけ出

す

○推
すい

論
ろん

　・�情報をもとに、論
ろん
理
り
的
てき
な帰結を導き出す

　・�情報をもとに、未来・過
か
去
こ
のことを予

よ
測
そく
する

　・�情報を活用して、さらに別の情報を引き出す

思考スキル



小学5年  基礎力テスト（国・算） ── 解答と解説

国
語
（
国
語
と
算
数
あ
わ
せ
て
四
十
分
）

算数 （国語と算数あわせて４０分）

37 38 39

（2）（1） （3）

1

21 22 23

（2）（1） （3）

24 25 26

（5）（4） （6）

4
cmcm cm

3

34 35 36

はい分（2）（1） （3）はい分 L

2

27 28 29

（2）（1） （3）度 円

cmcmcm

33

②①

（完答）32

（6）

30 31

（5）（4） a

cm
ア イ ウ

問七

問八

問一

b

c

d

e

a

（
完
答
）

問九

①
問二

問三

～

②
問五

問四

問六

～

50

51

52

42

41

44

43

40

46

45

47

48

49

りんご　なし　ぶどう　バナナ

課
題

重
要

投

訓
練

主
流

五

生

き

て

文

章

の

構

造

の

極

意

全

く

人

な

い

で

イウ

ア

イ
白

(配点)
算数
　　各２点×６＝12点
　　⑴～⑸各２点×５＝10点　⑹各３点×２＝６点
　　⑴３点　⑵⑶各４点×２＝８点
　　⑴３点　⑵⑶各４点×２＝８点
国語
問一……各２点×５＝10点
問二～問九……各５点×８＝40点
計100点

1
2
3
4

91171 51 56.16

10500096 240

6.50.32 3 45

６ ４ 60５

３ ７ 4.5

42 66 50

５

５年生　スタート模試　基礎力テスト（国・算）



国
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の

極

意

全

く

人

な

い

で

イウ

ア

イ
白

(配点)
算数
　　各２点×６＝12点
　　⑴～⑸各２点×５＝10点　⑹各３点×２＝６点
　　⑴３点　⑵⑶各４点×２＝８点
　　⑴３点　⑵⑶各４点×２＝８点
国語
問一……各２点×５＝10点
問二～問九……各５点×８＝40点
計100点

1
2
3
4

91171 51 56.16

10500096 240

6.50.32 3 45

６ ４ 60５

３ ７ 4.5

42 66 50

５

５年生　スタート模試　基礎力テスト（国・算）



【解　説】
2 　いろいろな文章題
⑴　 A1  情報を獲得する  知識 

平行な直線は、ほかの直線と等しい角度で交わるので、

右の図で、イ＝ア＝180－84＝96（度）

⑵　 A1  情報を獲得する  再現する  
代金＝（ケーキ４この代金）＋（はこの代金）

ケーキ４この代金＝（代金）－（はこの代金）＝1060－100＝960（円）

ケーキ１このねだんは、960÷４＝240（円）

⑶　 A1  情報を獲得する  知識 
上から４けた目は４なので、499は切り捨てて、105000

⑷　 A2  情報を獲得する  再現する  
全体の面積は、20×30＝600（ｍ2）

１a＝100ｍ2より、600ｍ2は６aにあたります。

斜
しゃ
線
せん
の部分の面積は、６－１＝５（a）

⑸　 A2  情報を獲得する  調べる  
①と③のＡとＣのなしに×を入れると表１になります。表の〇がついたたてと横のらんはすべて×になり、×

がたてまたは横に３つついたらんは〇になることをりようすれば、表２になり、残りの３人の好きなくだもの

は、Ａ＝ブドウ、Ｃ＝りんご、Ｄ＝なし。

ｂ ｃ

a
84°

ア

イ

表１　　　��好きなくだもの
りんご なし ブドウ バナナ

Ａ × ×
Ｂ ○
Ｃ ×
Ｄ

表２　　　��好きなくだもの
りんご なし ブドウ バナナ

Ａ × × ○ ×
Ｂ × × × ○
Ｃ ○ × × ×
Ｄ × ○ × ×

⇒

５年生　スタート模試　基礎力テスト（算数）５年生　スタート模試　基礎力テスト（算数）



⑹　① �A2  知識 再現する  
� 　�頂点Bと頂点Cは、頂点Aからのたて方向の位置が等しいこと、頂点Bは横方向に０，頂点Cはたて方向に０
であることより、位置を表す順番は、頂点Ａからの（横、たて、高さ）の長さになり、頂点Ｄ（６cm、５cm、

４cm）。ア＝６，イ＝５，ウ＝４

　　② �A2  知識 再現する  
�　�この直方体の辺の長さは、たて＝５cm、横＝６cm、高さ＝４cm

　それぞれ４本ずつあるので、５×４＝20（cm）　６×４＝24（cm）　４×４＝16（cm）

　辺の長さの合計は、20＋24＋16＝60（cm）

3 　共通部分に注目して解く問題
⑴　 A2  特徴的な部分に注目する  置換 

右の図のように、21Lを線の長さにして表すと、

Ａの、４－２＝２（はい分）と、Ｂの､

４－１＝３（はい分）が等しいことがわかります。

⑵　 B1  特徴的な部分に注目する  置換
Ａの２はい分がBの３はい分なので、Ａの４はい分は、３×２＝６（はい分）なので、

21Lは、６＋１＝７より、Ｂの７はい分。

⑶　 B1  特徴的な部分に注目する  置換
Ｂの７はい分が21Lになるので、B1ぱい分は、21÷７＝３（L）

（2）より、A2はい分はB3はい分に等しいので、A1ぱい分は、３×３÷２＝4.5（L）

21L
A4はい分 B1

はい分

B4はい分A2はい分

５年生　スタート模試　基礎力テスト（算数）５年生　スタート模試　基礎力テスト（算数）



4 　長方形のまわりの長さ
⑴　 A2  特徴的な部分に注目する  再現する  

長方形の面積は、10×16＝160（cm2）

アの面積は、160÷２＝80（cm2）

右の図で、ウの面積は、10×６＝６（cm2）

よってエの面積は、80－60＝20（cm2）

エの横の長さは、20÷４＝５（cm）
アのまわりの長さは、右の図のように同じ長さの部分をうつすと、
たて10cm、横６＋５＝11（cm）の長方形のまわり長さと等しくなることがわかります。

よって、（10＋11）×２＝42（cm）　

⑵　 A2  特徴的な部分に注目する  再現する
たての長さの合計は、右の図の太線でしめしたように、

10×２＝20（cm）

右の図のaの長さは、９＋14－20＝３（cm）

横の長さの合計は、９＋３＋14＋20＝46（cm）

よってアのまわりの長さは、20＋46＝66（cm）

⑶　 B1  特徴的な部分に注目する  置換 
たての長さの合計は、右の図の太線でしめしたように、

10×２＝20（cm）

横の長さの合計は、右の図の下の８cmよりｂcm短い分を矢印のようにずらすと、

７cmと８cmの辺が２本に等しくなります。

横の長さの合計は、（７＋８）×２＝30（cm）となり、

アのまわりの長さの合計は、20＋30＝50（cm）

10cm

６cm ５cm

４cm
ウ

エ

10cm 14cm
ａ

９cm

20cm

10cm ８cm

７cm

８cm

７cm

bcm

bcm

５年生　スタート模試　基礎力テスト（算数）５年生　スタート模試　基礎力テスト（算数）



【
解か
い
説せ
つ
】

　

�　
齋さ
い

藤と
う

孝た
か
し

「
教
育
力
」（
岩い
わ

波な
み

書し
ょ

店て
ん

）
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
分
野
で
あ
っ
て
も
上
達

の
基き

盤ば
ん

に
な
る
の
は
、「
真ま

似ね

る
力
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
創そ
う

造ぞ
う

す
る
上
で
も
「
真
似
し
て

吸き
ゅ
う

収し
ゅ
う

す
る
」
こ
と
が
基
盤
に
な
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
日
本
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
先
生
の
す
る
こ
と
の
真
似
を
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
が
教
育
の
主
流
だ
っ
た
こ
と

が
さ
れ
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
例
の
部
分
と
結け
つ

論ろ
ん

の
部
分
を
意
識
し
な
が
ら
読
み
進
め
ま

し
ょ
う
。

問
一　

Ａ
２�

知
識

　
　

四
年
生
ま
で
の
漢
字
を
問
う
問
題
で
す
。
ⓔ
「
主
流
」
と
は
、
中
心
と
な
る
考
え
方
や

傾け
い

向こ
う

の
こ
と
。
難む
ず
か

し
い
言
葉
で
す
が
、
前
後
の
文ぶ
ん

脈み
ゃ
く

か
ら
、
あ
て
は
ま
る
漢
字
を
考
え
る

習し
ゅ
う

慣か
ん

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
二　

Ｂ
１�

知
識�

関
係
づ
け

　
　

①

：「
五ご

里り

霧む

中ち
ゅ
う

」
と
は
、
深
い
霧き
り

の
中
に
い
て
方
向
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
か
ら
、
事
情
が
つ
か
め
な
く
て
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
の

四よ

字じ

熟じ
ゅ
く

語ご

で
す
。

②

：
文
脈
か
ら
、
頭
の
中
に
は
な
に
も
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
意

味
で
し
ょ
う
か
ら
、
こ
こ
に
入
る
色
は
「
白
」
で
す
。「
白
」
は
「
空
白
」「
白
紙
」
の
よ

う
に
何
も
な
い
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
漢
字
で
す
。

問
三　

Ｂ
１�

比
較�

関
係
づ
け

　
　

言
い
換か

え
の
表ひ
ょ
う

現げ
ん

を
探さ
が

す
際
、

━
線
部
分
は
も
ち
ろ
ん
、

━
線
を
含ふ
く

む
一
文
を
よ

く
読
み
、
そ
の
中
で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
つ
け
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

━
線

③
の
「
上
達
の
普
遍
的
な
原
則
」
は
、
先
生
が
生
徒
た
ち
に
「
伝
え
る
」
こ
と
で
す
。
注ち
ゅ
う

釈し
ゃ
く

に
も
あ
る
よ
う
に
、「
普ふ

遍へ
ん

的て
き

」
と
は
「
す
べ
て
の
も
の
に
あ
て
は
ま
る
」
と
い
う
意
味

で
す
。
そ
の
う
え
で
、「
上
達
」「
普
遍
的
な
」「
伝
え
る
」
と
い
う
こ
と
と
同
意
の
表
現
を

探
し
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、
二
段だ
ん

落ら
く

前
に
、「
そ
の
後
一
生
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
上

達
の
極
意
を
伝
え
る
」
と
い
う
表
現
が
み
つ
か
り
ま
す
。

　
　

※　

書
き
抜ぬ

き
箇か

所し
ょ
が
正
解
で
も
、
誤ご

字じ

脱だ
つ
字じ

が
あ
る
場
合
は
不
正
解
と
し
ま
す
。

問
四　

Ｂ
１�

関
係
づ
け

　
　

接せ
つ

続ぞ
く

語ご

の
問
題
で
は
前
後
の
文
の
関
係
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

④

の
前
で
は
「
聞

こ
え
が
よ
く
な
い
」
と
あ
り
、
後
で
「
ど
う
し
て
も
必
要
な
こ
と
」
と
あ
る
の
で
、
前
後

で
逆
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
こ
に
は
逆
接
の
「
だ
が
」

が
入
り
ま
す
。

問
五　

Ｂ
１�

理
由�

推
論

　
　
「
こ
の
行
為
」
と
は
「
真ま

似ね

る
」
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
問
は
、「
真
似
る
こ
と
」

が
「
人
間
が
新
し
い
こ
と
を
獲
得
す
る
と
き
に
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
こ
と
」
で
あ
る
理

由
を
答
え
る
問
題
で
す
。
す
る
と
、
直
後
に
、「
真
似
る
力
の
重
要
な
点
は
、
感
覚
を
捉と
ら

え

る
と
い
う
こ
と
」
と
あ
り
、
イ
チ
ロ
ー
の
例
を
は
さ
み
、「
真
似
す
る
こ
と
で
（
新
し
い
こ

と
を
獲か
く

得と
く

す
る
と
き
に
必
要
な
）
感
覚
を
掴つ
か

ん
で
い
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
」
と
結け
つ

論ろ
ん

づ
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
と
同
意
の
選
択
肢
は
イ
で
す
。
ア
「
真
似
る
」
と
い
う
こ
と
に
触
れ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ウ
は
「
そ
の
道
の
プ
ロ
に
基
本
を
…
教
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
」、
エ

「
完
璧
に
真
似
で
き
な
け
れ
ば
」「
技
術
が
と
も
な
わ
ず
…
完
成
さ
れ
な
い
」
な
ど
の
表
現

が
本
文
中
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
は
「
真
似
る
」
と
い
う
こ
と
と
重
な
る
部
分
が
多
い
選
択

肢
で
す
が
、
本
文
中
に
書
か
れ
て
い
な
い
表
現
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
上
、「
感
覚
を
掴つ
か

む
」

と
い
う
こ
と
に
も
触ふ

れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
イ
の
方
が
適
切
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

問
六　

Ｂ
１�

関
係
づ
け

　
　
「
無
か
ら
生
み
出
す
」
と
同
じ
意
味
の
表
現
が

━
線
⑥
の
二
つ
後
の
段だ
ん

落ら
く

に
示し
め

さ
れ
て

い
ま
す
。「
全
く
人
の
も
の
を
見
な
い
で
…
自
分
の
内
側
か
ら
湧
き
出
る
も
の
に
耳
を
傾
け

る
と
い
い
も
の
が
で
き
る
」
の
部
分
で
す
。
書
き
抜
き
箇
所
が
正
解
で
も
、
誤
字
脱
字
が

あ
る
場
合
は
不
正
解
と
し
ま
す
。

問
七　

Ｂ
１�

理
由�

推
論

　
　

━
線
⑦
の
直
前
に
「
英
語
で
も
日
本
語
で
も
音
読
を
聞
く
と
、
区
切
り
方
で
そ
の
人

が
意
味
を
理
解
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目

し
ま
し
ょ
う
。

━
線
⑦
の
段
落
で
『
春し
ゅ
ん

琴き
ん

抄し
ょ
う

』
が
ど
う
い
う
文
で
構こ
う

成せ
い

さ
れ
て
い
る
小

説
な
の
か
説
明
し
、
そ
の
次
の
段
落
で
、「
日
本
語
の
わ
か
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
句

読
点
は
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
あ
こ
こ
で
実
際
に
切
れ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
わ
か
る
」

と
あ
り
ま
す
。『
春
琴
抄
』
は
音
読
さ
せ
た
と
き
の
「
区
切
り
方
で
そ
の
人
の
日
本
語
の
能

力
が
あ
る
程て
い

度ど

把は

握あ
く

で
き
る
と
い
う
こ
と
」
を
説
明
す
る
た
め
の
例
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
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問
八　

Ｂ
１�

関
係
づ
け

　
　
「
日
本
語
が
わ
か
っ
て
い
る
人
」
と
対
照
的
な
存そ
ん

在ざ
い

は
、『
春
琴
抄
』
を
読
ま
さ
れ
た

「
子
ど
も
た
ち
（
大
学
生
）」
で
す
。
筆
者
は
彼か
れ

ら
の
こ
と
を
「
文
章
の
構こ
う

造ぞ
う

が
身
に
つ
い

て
い
な
い
」
と
評
し
て
い
ま
す
。

　
　

※　

書
き
抜
き
箇
所
が
正
解
で
も
、
誤
字
脱
字
が
あ
る
場
合
は
不
正
解
と
し
ま
す
。

問
九　

Ｂ
１�

関
係
づ
け�
推
論

　
　
「
身
体
か
ら
身
体
へ
伝
え
る
」
日
本
の
教
育
方
法
は
「
復ふ
く

唱し
ょ
う

」「
口
伝
え
」
で
す
。
つ
ま

り
、「
真
似
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
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